
第
一
類
第
一
号

内
閣
委
員
会
議
録
第
十
六
号

令
和
元
年
五
月
十
五
日

国
務
大
臣

（
内
閣
官
房
長
官
）

国
務
大
臣

（
国
家
公
安
委
員
会
委
員
長
）

国
務
大
臣

（
国
家
公
務
員
制
度
担
当
）

少
子
化
対
策
担
当
）

露
洋
政
策
担
当
）

国
務
大
臣

（
規
制
改
革
担
当
）

国
務
大
臣

内
閣
府
副
大
臣

鈴

木

俊

一

君

左

藤

章

君

片
山
さ
つ
き
君

宮

腰

光

寛

君

山

本

順

三

君

菅

義

偉

君

令
和
元
年
五
月
十
五
日
（
水
曜
日
）

午
前
九
時
開
議

出
席
委
員

委

員

長

牧

原

秀

樹

君

理

事

平

将

明

君

理

事

谷

川

弥

一

君

理

事

長

坂

康

正

君

理

事

牧

島

か

れ

ん

君

理

事

松

本

剛

明

君

理

事

山

内

康

一

君

理

事

大

島

敦

君

理

事

岡

本

三

成

君

安

藤

裕

君

池

田

佳

隆

君

泉

田

裕

彦

君

大

隈

和

英

君

大

西

宏

幸

君

金

子

俊

平

君

神

谷

昇

君

小

寺

裕

雄

君

杉

田

水

脈

君

高

木

啓

君

中

山

展

宏

君

長

尾

敬

君

西

田

昭

二

君

本

田

太

郎

君

松

野

博

一

君

松

本

洋

平

君

三

谷

英

弘

君

阿

部

知

子

君

大

河

原

雅

子

君

岡

本

あ

き

子

君

近

藤

昭

一

君

篠

原

豪

君

初

鹿

明

博

君

山

尾

志

桜

里

君

早

稲

田

夕

季

君

森

田

俊

和

君

山

岡

達

丸

君

太

田

昌

孝

君

佐

藤

茂

樹

君

塩

川

鉄

也

君

浦

野

靖

人

君

閣

内
閣
府
副
大
臣

外
務
副
大
臣

厚
生
労
働
副
大
臣

内
閣
府
大
臣
政
務
官

内
閣
府
大
臣
政
務
官

経
済
産
業
大
臣
政
務
官

国
土
交
通
大
臣
政
務
官

政
府
参
考
人

（
内
閣
官
房
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依

存
症
対
策
推
進
本
部
事
務
局
内

閣
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
官
房
内
閣
人
事
局
人
事

政
策
統
括
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
府
大
臣
官
房
長
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
府
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
府
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本

部
統
括
官
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
府
総
合
海
洋
政
策
推
進

事
務
局
長
）

政
府
参
考
人

（
警
察
庁
交
通
局
長
）

政
府
参
考
人

（
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
）

政
府
参
考
人

（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議

官）政
府
参
考
人

（
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
審
議
本
多

官）

則
恵
君

矢
野

和
彦
君

田
村

政
美
君

吉
開
正
治
郎
君

ヒ
寸
4
4
木

博
文
君

重
田

雅
史
君

小
野
田

壮
君

福
田

正
信
君

田
中
愛
智
朗
君

井
野

靖
久
君

植
田

浩
君

山
内

智
生
君

徳
永

崇
君

田
中

あ
べ

大
口

長
尾

安
藤

滝
波

工
藤

良
生
君

俊
子
君

善
徳
君

敬
君

裕
君

宏
文
君

彰
三
君

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

政
府
参
考
人
出
頭
要
求
に
関
す
る
件

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正

化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

案
（
内
閣
提
出
、
第
百
九
十
六
回
国
会
閣
法
第
五
六
号
）

内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
件

公
務
員
の
制
度
及
び
給
与
並
び
に
行
政
機
構
に
関
す
る

件
五
月
八
日

国
家
公
務
員
の
再
就
職
状
況
に
関
す
る
予
備
的
調
査
要

請
書
（
辻
元
清
美
君
外
百
二
十
四
名
提
出
、
平
成
三
十

一
年
衆
予
調
第
一
号
）

は
本
委
員
会
に
送
付
さ
れ
た
。

委
員
の
異
動

五
月
十
五
日

辞
任
．岡

下

昌

平

君

今

井

雅

人

君

同
日辞

任大

隈

和

英

君

阿

部

知

子

君

同
日辞

任早
稲
田
夕
季
君

補
欠
選
任

今

井

雅

人

君

補
欠
選
任

岡

下

昌

平

君

早
稲
田
夕
季
君

補
欠
選
任

大

隈

和

英

君

阿
部
知
子
君

政
府
参
考
人

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
資
源
・

燃
料
部
長
）

政
府
参
考
人

（
国
土
交
通
省
道
路
局
次
長
）

政
府
参
考
人

（
国
土
交
通
省
自
動
車
局
次
長
）

内
閣
委
員
会
専
門
員

雅
之
君

長
谷
田
晃
二
君

島 榊

真

一

君

南

亮
君

〇
牧
原
委
員
長
質
疑
の
申
出
が
あ
り
ま
す
の
で
、
順
次

こ
れ
を
許
し
ま
す
。
神
谷
昇
君
゜

〇
牧
原
委
員
長
こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

内
閣
の
重
要
政
策
に
関
す
る
件
、
公
務
員
の
制
度
及
び

給
与
並
び
に
行
政
機
構
に
関
す
る
件
、
栄
典
及
び
公
式
制

度
に
関
す
る
件
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に

関
す
る
件
、
国
民
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
件
及

び
警
察
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
ま
す
。

こ
の
際
、
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

各
件
調
査
の
た
め
、
本
日
、
政
府
参
考
人
と
し
て
内
閣

官
房
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
推
進
本
部
事
務
局
内
閣

審
議
官
徳
永
崇
君
、
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
山
内
智
生

君
、
内
閣
官
房
内
閣
人
事
局
人
事
政
策
統
括
官
植
田
浩

君
、
内
閣
府
大
臣
官
房
長
井
野
靖
久
君
、
内
閣
府
大
臣
官

房
審
議
官
田
中
愛
智
朗
君
、
内
閣
府
大
臣
官
房
審
議
官
福

田
正
信
君
、
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本
部
統
括
官
小
野

田
壮
君
、
内
閣
府
総
合
海
洋
政
策
推
進
事
務
局
長
重
田
雅

史
君
、
警
察
庁
交
通
局
長
北
村
博
文
君
、
総
務
省
大
臣
官

房
審
議
官
吉
開
正
治
郎
君
、
外
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
田

村
政
美
君
、
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
矢
野
和
彦

君
、
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
審
議
官
本
多
則
恵
君
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
資
源
・
燃
料
部
長
南
亮
君
、
国
土
交
通
省

道
路
局
次
長
榊
真
一
君
、
国
土
交
通
省
自
動
車
局
次
長
島

雅
之
君
の
出
席
を
求
め
、
説
明
を
聴
取
い
た
し
た
い
と
存

じ
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
牧
原
委
員
長
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、

そ
の
よ
う
に
決
し
ま
し
た
。

栄
典
及
び
公
式
制
度
に
関
す
る
件

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
件

国
民
生
活
の
安
定
及
び
向
上
に
関
す
る
件

警
察
に
関
す
る
件

”
百
九
十
議
八
回
国
麟
山
四

委

員

会

恙
我

1
1
1
1
1
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0
神
谷
（
昇
）
委
員

す。
き
ょ
う
は
、
質
問
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ

と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
東
シ
ナ
海
で
の
中
国
の
油
田
開
発
、
そ
し
て
ま

た
、
日
本
近
海
に
お
け
る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
に
つ
き

ま
し
て
質
問
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
東
シ
ナ
海
で
の
中
国
の
油
田
開
発
の
歴
史
で
ご

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
歴
史
は
一
九
九

0
年
代
か
ら

始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
こ
の

経
過
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
田
村
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

中
国
は
、
一
九
九

0
年
代
か
ら
、
東
シ
ナ
海
に
お
け
る

日
中
の
地
理
的
中
間
線
の
中
国
側
に
お
い
て
油
ガ
ス
田
を

開
発
し
て
い
ま
す
。
二

0
0
四
年
か
ら
は
、
中
間
線
付
近

の
白
樺
で
採
掘
施
設
の
建
設
が
開
始
さ
れ
た
の
を
政
府
と

し
て
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
二

0
0
四
年
十
月
以
降
、
日
中
間
で
協

議
を
重
ね
、
二

0
0
八
年
六
月
に
、
「
東
シ
ナ
海
に
お
け

る
日
中
間
の
協
力
に
つ
い
て
」
の
合
意
、
い
わ
ゆ
る
二
〇

0
八
年
六
月
合
意
に
至
り
ま
し
た
。

二
0
1
0
年
七
月
に
は
、
第
一
回
国
際
約
束
締
結
交
渉

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
年
九
月
、

中
国
側
は
、
こ
の
月
に
発
生
し
た
漁
船
衝
突
事
案
を
理
由

に
、
予
定
さ
れ
て
い
た
第
二
回
交
渉
を
一
方
的
に
延
期

し
、
現
在
に
至
る
ま
で
交
渉
は
再
開
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん。
そ
の
後
、
中
国
は
東
シ
ナ
海
に
お
い
て
資
源
開
発
を
活

発
化
さ
せ
、
政
府
と
し
て
、
日
中
の
地
理
的
中
間
線
の
中

国
側
で
、
二

0
一
三
年
六
月
以
降
に
新
た
に
十
二
基
、
そ

れ
以
前
か
ら
確
認
し
て
き
た
も
の
を
含
め
る
と
合
計
十
六

基
の
構
造
物
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
二

0
一
五
年
七
月
、
政
府
と
し
ま
し
て

は
、
現
場
の
状
況
に
つ
い
て
適
切
な
形
で
関
連
情
報
を
公

表
す
る
こ
と
と
し
、
構
造
物
の
位
置
を
示
し
た
地
図
や
関

連
の
写
真
を
外
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

当
該
海
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
構
造
物
に
加
え
、

自
由
民
主
党
の
神
谷
昇
で
ご
ざ
い
ま

第
一
類
第
一
号

内
閣
委
員
会
議
録
第
十
六
号

移
動
式
掘
削
船
の
活
動
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

動
向
を
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

政
府
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
側
の
一
方
的

な
開
発
や
そ
の
既
成
事
実
化
の
試
み
の
中
止
を
求
め
て
、

繰
り
返
し
抗
議
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
昨
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
日
中

首
脳
会
談
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
首
脳
は
、
二

0
0
八
年

合
意
の
完
全
な
堅
持
を
確
認
し
つ
つ
、
こ
の
合
意
の
実
施

に
向
け
た
交
渉
の
早
期
再
開
を
目
指
し
、
意
思
疎
通
を
一

層
強
化
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
日
中
関
係
改
善
の
流
れ
の
中
で
、
こ
の
合

意
の
早
期
実
施
を
中
国
側
に
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

0
神
谷
（
昇
）
委
員
今
、
御
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

か
な
り
前
か
ら
開
発
し
て
、
そ
し
て
二

0
0
八
年
に
日

中
合
意
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
あ
る
こ
と
、
い
ち
ゃ
も

ん
を
つ
け
て
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
一
方
的
に
し
て
、
い
わ

ば
や
り
た
い
放
題
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
抗
議
は

す
る
け
れ
ど
も
何
ら
日
本
の
国
益
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

こ
と
が
、
今
の
御
説
明
で
わ
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
も
う
一
度
聞
き
た
い
ん
で
す
が
、
二
〇

0
八
年
の
六
月
合
意
、
日
中
の
合
意
で
す
ね
、
こ
れ
に
つ

い
て
ち
ょ
っ
と
詳
し
く
御
説
明
く
だ
さ
い
。

0
田
村
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

二
0
0
八
年
六
月
合
意
は
、
東
シ
ナ
海
を
平
和
、
協

カ
、
友
好
の
海
と
す
る
と
の
首
脳
間
の
共
通
認
識
を
実
現

す
る
た
め
の
協
力
の
第
一
歩
と
し
て
、
東
シ
ナ
海
の
境
界

画
定
が
実
現
す
る
ま
で
の
過
渡
的
期
間
に
お
い
て
、
双
方

の
法
的
立
場
を
損
な
わ
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
東
シ
ナ
海

の
北
部
に
お
い
て
共
同
開
発
を
行
う
こ
と
、
白
樺
の
現
有

の
油
ガ
ス
田
の
開
発
に
日
本
法
人
が
参
加
す
る
こ
と
を
主

な
内
容
と
し
て
、
二

0
0
八
年
六
月
に
日
中
の
間
で
合
意

さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
神
谷
（
昇
）
委
員
今
、
説
明
を
お
聞
き
し
ま
す
と
、
日

中
の
境
界
画
定
、
そ
ん
な
の
は
い
つ
ご
ろ
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
こ
れ
は
非
常
に
可
能
性
は
薄
い

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
て
、
こ
の
二

0
0
八
年
に
合
意
を
し
な
が
ら
一
方
的
に
破
棄
を
さ
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
五
月
十
五
日

と
こ
ろ
が
、
昨
年
の
二

0
一
八
年
十
月
の
日
中
合
意
が

あ
り
ま
し
て
、
早
期
に
話
を
進
め
て
い
く
。
そ
の
中
で
も

や
は
り
、
こ
と
し
の
六
月
の
二
十
八
、
二
十
九
日
に
大
阪

で
G
2
0
が
開
催
さ
れ
ま
し
て
、
習
近
平
主
席
も
お
越
し
に

な
る
と
い
う
情
報
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
一
定
の

前
進
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
は
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
の
辺
の
、
二

0
一
八
年
の
十
月
の
日
中
首
脳
会

談
か
ら
こ
の
G
2
0
ま
で
の
中
に
ど
う
い
う
進
展
が
あ
っ
た

か
、
御
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
田
村
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

二
0
一
八
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
日
中
首
脳
会
談
に
お

い
て
、
委
員
御
指
摘
の
と
お
り
、
両
首
脳
は
、
二

0
0
八

年
六
月
合
意
の
完
全
な
堅
持
を
確
認
し
、
そ
の
実
施
に
向

け
た
交
渉
の
早
期
再
開
を
目
指
し
、
意
思
疎
通
を
一
層
強

化
し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
日
中
首
脳
間
の
や
り
と
り
を
踏
ま
え
、
先
週
に
は

日
中
高
級
事
務
レ
ベ
ル
海
洋
協
議
を
開
催
す
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
こ
の
合
意
に
つ
い
て
率
直
な
意

見
交
換
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

中
国
に
対
し
ま
し
て
は
、
こ
の
合
意
に
基
づ
く
交
渉
を

早
期
に
開
催
し
、
こ
の
合
意
を
早
期
に
実
施
す
る
よ
う
引

き
続
き
強
く
求
め
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
神
谷
（
昇
）
委
員
二

0
0
八
年
六
月
に
合
意
を
さ
れ

た
、
そ
の
後
も
、
あ
る
こ
と
か
ら
一
方
的
に
開
発
を
進
め

て
い
く
、
そ
し
て
、
二

0
一
八
年
に
ま
た
そ
の
話
を
進
め

て
い
く
、
い
わ
ば
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
果
た
し
て
外
務
省
は
日
本
の
国
益
を
守
っ
て

い
っ
て
い
る
と
言
え
る
ん
で
す
か
。
私
は
、
大
変
こ
の
件

に
つ
い
て
大
き
な
疑
問
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

話
合
い
す
る
、
話
合
い
す
る
、
そ
の
中
で
相
手
は
一
方

的
に
油
田
を
開
発
し
て
い
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
し

た
ら
、
そ
れ
を
と
め
る
、
も
う
し
な
い
、
話
が
つ
く
ま
で

し
な
い
と
か
、
そ
う
い
う
約
束
も
で
き
て
い
な
い
ん
で
す

ね
。
そ
ん
な
こ
と
で
日
本
の
国
益
が
守
ら
れ
る
の
か
。
そ

し
て
、
境
界
が
画
定
す
る
ま
で
、
こ
ん
な
の
は
永
遠
に
画

定
し
ま
せ
ん
よ
。
そ
の
中
で
こ
れ
が
進
ん
で
い
く
。

そ
し
て
ま
た
、
一
九
七

0
年
ぐ
ら
い
か
ら
、
こ
の
辺

に
、
東
シ
ナ
海
に
油
田
が
あ
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
中
国
は
日
本
に
比
べ
て
早
く
手
を
打
っ
て
い
る
ん

で
す
ね
。
日
本
は
も
う
見
て
い
る
だ
け
。
こ
ん
な
現
状
で

日
本
の
国
益
が
守
ら
れ
る
か
。
や
は
り
日
本
も
、
さ
っ

と
、
対
抗
し
て
油
田
を
開
発
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
私
は
思
っ
て
お

り
ま
す
よ
。

油
田
と
い
う
の
は
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
は
な
い
か
。

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
み
た
い
に
固
体
で
あ
っ
た
ら
別
な

ん
で
す
が
、
こ
れ
は
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
違
う
か
。
そ
う

す
る
と
、
中
国
側
で
油
田
を
掘
っ
て
そ
れ
を
吸
い
取
る

と
、
日
本
の
資
源
も
と
ら
れ
て
い
る
ん
違
う
、
そ
う
い
う

懸
念
を
す
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す

、。カ0
南
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

白
樺
油
ガ
ス
田
及
び
第
三
基
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設

地
点
が
地
理
的
中
間
線
に
非
常
に
近
く
て
、
ま
た
、
地
下

構
造
が
日
本
側
ま
で
連
続
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
中
国
側
も
含
め
ま
し
た
地
下
構
造
に
つ
い
て

の
十
分
な
情
報
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ

れ
を
断
定
で
き
る
状
況
に
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

0
神
谷
（
昇
）
委
員
海
の
底
の
ま
た
地
中
で
ご
ざ
い
ま
す

か
ら
、
そ
れ
は
断
定
で
き
ま
せ
ん
よ
。
し
か
し
、
断
定
で

き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
辺
の
き
ち
っ
と
し
た
調
査
は
さ

れ
て
い
る
ん
で
す
か
、
し
て
い
な
い
で
す
よ
ね
、
ほ
っ
た

ら
か
し
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
日
本
の
側
の
原
油
が
ど
ん
ど

ん
ど
ん
ど
ん
と
吸
い
取
ら
れ
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き

ま
せ
ん
よ
、
こ
れ
で
国
益
を
守
れ
る
ん
で
す
か
ね
。

我
々
国
民
か
ら
す
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
開
発

し
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
は
や
は
り
原
油
が
と
れ

る
か
ら
ど
ん
ど
ん
開
発
し
て
い
っ
て
い
る
。
そ
の
原
油
が

と
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
向
こ
う
の
報
告
で
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
は
本
当
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
ね
。
ど

れ
だ
け
の
日
本
の
原
油
が
と
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
さ
え
も

わ
か
ら
な
い
。
そ
の
中
で
、
約
束
を
し
な
が
ら
、
ど
ん
ど

ん
ど
ん
ど
ん
そ
れ
を
破
棄
し
て
、
中
国
側
は
一
っ
―
つ
ふ

え
て
い
く
ん
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
日
本
も
、
国
民
感

情
か
ら
す
る
と
、
そ
ん
な
見
て
い
な
い
で
日
本
も
開
発
し

た
ら
ど
う
で
す
か
、
こ
う
い
う
単
純
な
疑
問
が
発
生
す
る
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第
一
類
第
一
号

内
閣
委
員
会
議
録
第
十
六
号

令
和
元
年
五
月
十
五
日

と
思
う
ん
で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

0
南
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

政
府
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
中
国
側
に
対
し
ま

し
て
、
一
方
的
な
開
発
を
中
止
す
る
よ
う
今
後
も
強
く
求

め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
東
シ
ナ
海
資
源
開
発
に
関
す
る

二
0
0
八
年
六
月
合
意
に
基
づ
く
交
渉
を
早
期
に
再
開

し
、
同
合
意
を
早
期
に
実
施
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
強
く

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
御
指
摘
の
点
に
関
す
る
今
後
の
対
応
等
に

つ
い
て
は
、
中
国
側
の
対
応
を
見
き
わ
め
な
が
ら
、
政
府

全
体
と
し
て
戦
略
的
観
点
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

0
神
谷
（
昇
）
委
員
求
め
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
と
行
動
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
ね
。

国
民
か
ら
見
れ
ば
、
東
シ
ナ
海
の
油
田
開
発
は
一
方
的

に
中
国
の
や
り
た
い
放
題
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
国
民
は
見

て
い
ま
す
よ
。
日
本
の
国
益
が
大
き
く
阻
害
さ
れ
て
い
る

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
、
東
シ
ナ
海
を
始
め
と
す
る
日
本
近
海
に

お
け
る
、
日
本
の
同
意
な
し
で
す
ね
、
排
他
的
経
済
水
域

で
す
か
、
そ
こ
に
も
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
海
洋
調
査
、

中
国
が
や
っ
て
お
り
ま
す
ね
。
こ
れ
に
つ
い
て
ど
う
認
識

さ
れ
て
お
り
ま
す
か
。

0
田
村
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
我
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
、

中
国
の
海
洋
調
査
船
に
よ
る
我
が
国
の
同
意
を
得
ず
に
実

施
さ
れ
た
海
洋
の
科
学
的
調
査
が
確
認
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
我
が
国
の
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
、
外
国
船
舶

等
が
我
が
国
の
事
前
の
同
意
な
く
海
洋
の
科
学
的
調
査
を

行
う
こ
と
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
政
府
と
し
て
は
、
か
か

る
調
査
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
調
査
の
中
止
を
要
求
す

る
と
と
も
に
、
厳
重
な
抗
議
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご

ざ

い

ま

す

。

.

我
が
国
の
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
問
題
の

あ
る
海
洋
の
科
学
的
調
査
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
関
係
省
庁
間
で

連
携
し
、
毅
然
か
つ
冷
静
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

0
神
谷
（
昇
）
委
員

前
に
、
小
笠
原
諸
島
の
サ
ン
ゴ
を
大 )

 量
に
略
奪
さ
れ
た
、
い
わ
ば
国
際
法
を
全
く
無
視
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
の
と
き
も
、
黙
っ
て
見
て
い
る

だ
け
。
と
る
だ
け
と
っ
た
ら
、
も
う
向
こ
う
は
さ
っ
と

帰
っ
た
。
こ
う
い
う
現
実
は
国
民
は
よ
く
見
て
い
ま
す

ょ。
今
の
答
弁
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
抗
議
す
る
、
何

な
り
す
る
。
し
か
し
、
結
果
は
全
然
出
て
お
り
ま
せ
ん
よ

ね
。
政
治
と
い
う
の
は
や
は
り
結
果
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら

結
果
、
例
え
ば
、
こ
の
二

0
0
八
年
の
日
中
合
意
、
そ
れ

が
、
言
っ
た
ら
進
展
す
る
ま
で
油
田
の
開
発
を
と
め
る
と

か
、
そ
う
い
う
強
い
抗
議
は
な
さ
い
ま
し
た
か
。

0
田
村
政
府
参
考
人
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
・

一
方
的
な
資
源
開
発
の
現
状
に
つ
き
ま
し
て
は
、
極
め

て
遺
憾
な
こ
と
で
あ
り
、
先
月
の
河
野
外
務
大
臣
の
訪
中

時
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
も
中
国
側
に
対
し
て
は
繰
り
返
し

抗
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
方
的
な

開
発
行
為
そ
の
他
の
既
成
事
実
化
の
試
み
を
中
止
す
る
よ

う
強
く
求
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
そ
の
よ
う
に
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

0
神
谷
（
昇
）
委
員
な
か
な
か
相
手
は
難
し
い
国
で
ご
ざ

い
ま
す
か
ら
、
河
野
外
務
大
臣
、
そ
し
て
ま
た
、
あ
べ
副

大
臣
は
非
常
に
頭
の
切
れ
る
聡
明
な
方
で
ご
ざ
い
ま
す
か

ら
、
何
と
か
中
国
と
相
対
峙
し
て
、
日
本
に
結
果
を
も
た

ら
す
よ
う
に
ひ
と
つ
ま
た
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

四
月
の
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
の
三
日
間
で
、
第
二

回
一
帯
一
路
国
際
協
カ
ハ
イ
レ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
二
回
目
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
い
わ
ば
中
国
が
中
心
と
な
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
国
の
開
発
を
お
手
伝
い
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
そ
れ
は
い
い
な
と
い
う
ふ
う
に
皆
さ
ん
思
っ
て
お

り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
過
日
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
話
で
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
中
国
マ
ネ
ー
を
導
入
し
て
南
部
ハ
ン
バ
ン

ト
タ
に
港
湾
を
建
設
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
稼
働
率

が
低
く
、
い
わ
ば
ス
リ
ラ
ン
カ
は
返
済
を
で
き
な
か
っ

た
。
そ
う
し
た
ら
ど
う
す
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
こ
の
返

済
を
で
き
な
い
た
め
に
、
い
わ
ば
抵
当
に
と
る
と
か
そ
ん

な
感
じ
で
し
ょ
う
ね
、
同
港
の
運
営
権
を
九
十
九
年
間
、

中
国
企
業
に
貸
し
出
す
こ
と
を
合
意
を
さ
せ
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
世
界
は
震
え
上
が
っ
た
ん
で
す
ね
。
中
国
の
お

金
を
使
っ
て
つ
く
る
、
返
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
植
民
地
化

み
た
い
に
な
る
、
あ
る
い
は
軍
事
拠
点
化
を
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
れ
で
一
気
に
不
安
が
広
が
っ
た
わ
け
で
す

ね
。
こ
の
第
二
回
の
四
月
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
は
欠
席
し
て
お
り
ま
す
ね
。

中
国
は
、
一
帯
一
路
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
世
界
の
開

発
を
し
て
世
界
を
よ
く
す
る
と
い
う
思
惑
と
裏
腹
に
、
こ

う
い
う
こ
と
が
現
実
に
わ
か
つ
て
き
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
で

も
そ
う
で
す
ね
。
高
速
鉄
道
、
巨
大
な
金
額
を
先
日
、
五

千
億
を
縮
小
し
て
、
そ
し
て
ま
た
地
元
の
仕
事
の
割
合
を

三
割
か
ら
四
割
に
ふ
や
す
。
や
は
り
世
界
は
、
中
国
恐
る

べ
し
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。

そ
の
中
で
、
中
国
は
日
本
に
近
づ
い
て
き
て
お
り
ま
す

よ
ね
。
中
国
で
は
、
も
う
世
界
は
話
に
な
ら
ぬ
と
い
う
こ

と
は
中
国
も
認
識
し
ま
し
て
、
よ
う
や
く
中
国
は
、
日
本

と
共
同
で
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
用
度
を
つ
け
る
、

そ
う
い
う
ふ
う
に
今
、
こ
れ
ま
で
や
り
た
い
放
題
し
て
い

た
中
国
が
日
本
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。

そ
れ
と
、
今
は
米
中
貿
易
摩
擦
、
言
い
よ
う
に
よ
っ
て

は
経
済
戦
争
で
す
ね
。
そ
の
中
で
、
中
国
は
日
本
に
寄
り

添
っ
て
き
た
。
私
は
、
こ
れ
は
非
常
に
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

う
ん
で
す
ね
。
こ
れ
を
捉
え
て
、
今
こ
そ
中
国
と
日
本
の

イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
を
築
く
。

特
に
、
こ
の
第
二
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
、
二
階
幹
事

長
が
基
調
講
演
も
し
て
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
お
り
ま
す
。

二
階
幹
事
長
は
、
家
は
引
っ
越
し
で
き
て
も
、
国
同
士
は

引
っ
越
し
で
き
な
い
ん
や
か
ら
、
や
は
り
隣
の
国
と
は
仲

よ
く
せ
な
あ
か
ん
、
そ
う
い
う
こ
と
を
常
に
お
っ
し
ゃ
っ

て
お
ら
れ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
こ
そ
こ
の
イ
コ
ー
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
を
願
い
た
い
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

〇
あ
べ
副
大
臣
神
谷
委
員
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

日
中
両
国
は
、
地
域
及
び
世
界
の
平
和
と
繁
栄
に
大
き

な
責
任
を
共
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
中
国

側
に
対
し
て
主
張
す
べ
き
と
こ
ろ
は
主
張
し
つ
つ
、
長
期

う

的
に
安
定
的
な
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
い

う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
両
国
の
首
脳
の
相
互
往
来
を
通
じ
ま
し
て
、
日

中
関
係
は
正
常
な
軌
道
に
戻
り
ま
し
て
、
新
た
な
発
展
を

得
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
生
ま
れ
て
い

る
こ
の
流
れ
を
強
め
て
い
き
ま
し
て
、
両
国
の
関
係
を
安

定
的
な
形
で
発
展
さ
せ
て
い
く
上
で
、
ま
た
本
年
は
極
め

て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
一
年
に
な
る
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

六
月
の

G
2
0
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
、
習
近
平
国
家
主
席
を
お

迎
え
す
る
中
に
ご
ざ
い
ま
し
て
、
昨
年
の
首
脳
相
互
往
来

の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
政
治
的
に
も
、
ま
た
経
済
的

に
も
、
文
化
の
幅
広
い
分
野
に
お
き
ま
し
て
、
対
話
と
交

流
と
協
力
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
ま

た
、
地
球
規
模
の
課
題
に
つ
い
て
も
、
と
も
に
肩
を
並
べ

て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
委
員
の
御
懸
念
で
ご
ざ
い
ま
す
資
源
開
発
を

含
む
東
シ
ナ
海
の
諸
問
題
に
関
し
ま
し
て
、
引
き
続
き
、

首
脳
同
士
で
率
直
に
議
論
を
し
て
い
き
な
が
ら
、
日
中
新

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
日
中
関
係
の
あ
り
方
を
内
外
に
示
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

0
神
谷
（
昇
）
委
員
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
さ
に
日
中
新
時
代
の
幕
あ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
中

に
あ
っ
て
、
河
野
外
務
大
臣
、
そ
し
て
、
あ
べ
副
大
臣
の

手
腕
に
大
い
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ひ
と
つ
ま

た
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
ま
し
て
、
燃
え
る
氷
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
に
つ
い
て
質
問
を
申
し
上
げ
ま

す。
二
つ
に
分
け
ま
し
て
、
砂
層
型
、
表
層
型
が
あ
り
ま
し

て
、
日
本
は
砂
層
型
を
先
行
し
て
開
発
し
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て

お
示
し
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
南
政
府
参
考
人
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
周
辺
海
域
に
豊
富
に
賦
存
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
開
発
で
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
定
供
給
の
観
点
か
ら
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
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